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チャイルド1DAY
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U

SH
IR

O TOSHINBU 1DAY CHILD SHOP STA
FF

私
た
ち
の
店

は
、子どもたちの明るい未

来を
応

援
し
ま
す
!!実施店

仕事一日体験
釧路子どもインターシップ事業

　インターシップ事業は、地元商店街などの協力を得て、
児童生徒が接客のマナーや働く人の一員としての自覚や責
任感を理解すること、また、地域の産業や産物を理解し、
今後の学校生活や将来の職業選択に役立つ貴重な経験を得
ることを目的とし、今年で15回目の開催です。

顧　

問　

吉
田　

信
二
（
留
任
）

会　

長　

住
尾　
　

盛
（
留
任
）

�

昭
和
小
学
校

副
会
長　

小
笠
原
健
容
（
留
任
）

�

城
山
小
学
校

副
会
長　

阿
部　

浩
好
（
新
任
）

�

美
原
小
学
校

副
会
長　

石
川　

智
敬
（
新
任
）

�

興
津
小
学
校

副
会
長　

小
野
田
和
彦
（
新
任
）

�

鳥
取
西
小
学
校

副
会
長　

鈴
木　

勇
樹
（
新
任
）

�

阿
寒
中
学
校

副
会
長　

山
根
美
沙
子
（
新
任
）

�

共
栄
中
学
校

副
会
長　

小
関
と
し
み
（
新
任
）

�

阿
寒
中
学
校

副
会
長　

富
樫　

孝
之
（
新
任
）

�

北
陽
高
校

副
会
長　

川
辺　

大
樹
（
留
任
）

�

湖
畔
小
学
校

監　

査　

天
方　

智
順
（
留
任
）

�

湖
陵
高
校

監　

査　

佐
藤　
　

浩
（
新
任
）

�

阿
寒
小
学
校

監　

査　

原
田　

知
巳
（
新
任
）

�

興
津
小
学
校

事
務
局
長　

尾
崎　

文
雄
（
留
任
）

研
修
専
門
部
会

委
員
長　

松
並
江
里
子
（
留
任
）

�

清
明
小
学
校

健
全
育
成
専
門
部
会

委
員
長　

武
田　

誠
一
（
留
任
）

�

東
雲
小
学
校

広
報
情
報
専
門
部
会

委
員
長　

日
沢
喜
美
子
（
新
任
）

�

北
中
学
校

平
成
28
年
度

市
Ｐ
連
役
員

各
専
門
部
会
委
員
長

いらっしゃいませ

この服いかがですか？

おまたせしました

難しいなー

毎度あり！



広　報　市　Ｐ　連平成28年12月20日 ⑵

　
本
年
度
は
北
海
道
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
・
第
５
ブ
ロ
ッ
ク
の
中
か
ら

釧
路
市
の
開
催
が
決
ま
り
北
海
道
新
聞
社
よ
り
石
田
透
氏
を
講
師

と
し
て
迎
え
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
市
内
各
小
・
中
・
高
等
学
校

よ
り
計
68
名
の
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
会
は
北
海
道
新
聞
社
編
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
を
見
な
が
ら
内
容
に
沿
っ
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
の
作
り
方

〜 

楽
し
い
広
報
紙
づ
く
り
に
つ
い
て 

〜

●
と
き  

平
成
28
年
７
月
12
日
㈫
６
時
30
分
〜�

●
と
こ
ろ  

釧
路
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
７
階
学
習
室

釧
路
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会　
広
報
研
修
会

石  

田
　
　
透 

氏

北
海
道
新
聞
社
　
釧
路
支
社
　
報
道
部
次
長

講
師

企
画
会
議
に
つ
い
て

⑴�　

企
画
会
議
で
は
、
い
つ
、

誰
が
、
何
を
、
ど
の
よ
う
に

作
成
す
る
の
か
に
つ
い
て
決

め
る
。

⑵�　

広
報
紙
の
メ
イ
ン
記
事
の

テ
ー
マ
の
イ
メ
ー
ジ
を
決
め

役
割
分
担
な
ど
が
決
ま
る
と

８
割
方
の
完
成
と
な
る
。

⑶�　

広
報
紙
で
使
用
す
る
写
真

は
、
学
校
の
ア
ル
バ
ム
製
作

を
す
る
写
真
業
者
と
の
写
真

の
使
用
に
つ
い
て
、
学
校
と

打
合
せ
す
る
の
も
重
要
な
こ

と
で
す
。

　

�　

ま
た
、
写
真
素
材
が
豊
富

な
ほ
ど
、
広
報
紙
の
作
成
に

あ
た
っ
て
、
紙
面
が
十
分
に

活
用
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

⑷�　

広
報
紙
作
成
の
原
動
力
は

「
自
分
の
読
み
た
い
も
の
は

何
か
」
を
考
え
従
来
の
方
針

に
沿
う
も
の
か
、
そ
れ
と
も

新
し
い
も
の
を
目
指
す
の
か

を
考
え
る
。

⑸�　

記
事
を
編
集
整
理
す
る
に

あ
た
っ
て
は
欲
張
っ
て
し
ま

い
が
ち
に
な
る
の
で
、
ス
ペ

ー
ス
の
問
題
も
あ
り
、
優
先

順
位
を
決
め
、
観
点
を
絞
っ

て
編
集
す
る
。

⑹�　

テ
ー
マ
を
決
め
る
時
、
過

去
の
広
報
紙
を
見
て
お
く
。

イ
メ
ー
ジ
も
わ
き
や
す
く
、

前
回
と
同
じ
内
容
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

⑺�　

見
出
し
の
字
数
は
11
字
以

内
に
す
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は

２
つ
以
上
の
要
素
を
う
ま
く

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
イ
ン

パ
ク
ト
の
あ
る
表
現
に
な
る
。

編
集
の
際
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
！

〈「
表
記
」
を
統
一
す
る
〉

⑴�　

数
字
の
表
記
で
は
、
例
え

ば
年
齢
を
漢
数
字
に
す
る
の

か
、算
用
数
字
か
統
一
す
る
。

⑵�　

学
校
名
な
ど
の
名
称
を
初

め
だ
け
正
式
な
も
の
し
に
て

後
は
略
式
に
す
る
の
か
、
す

べ
て
略
す
の
か
統
一
す
る
。

⑶�　

敬
称
で
は
、
男
子
「
君
」

女
子
「
さ
ん
」
先
生
は
「
先

生
」と
す
る
な
ど
統
一
す
る
。

⑷�　

文
の
終
わ
り
を
「
で
あ
る

調
」
ま
た
は
「
で
す
ま
す
調
」

に
す
る
の
か
統
一
す
る
。

⑸�　

最
終
入
校
前
に
「
入
念
な

チ
ェ
ッ
ク
」
を
行
う
。
国
語

辞
書
な
ど
で
変
換
ミ
ス
を
調

べ
る
。
特
に
お
勧
め
な
方
法

は
「
音
読
」
で
、
言
葉
に
出

し
て
み
る
。

参
加
者
か
ら
の
質
問

〈
団
体
競
技
で
の
見
せ
方
〉

　

７
〜
８
人
で
走
る
徒
競
走
は

正
面
で
な
く
斜
め
前
か
ら
撮
る

と
動
き
の
あ
る
写
真
に
な
る
。

〈
撮
影
す
る
時
の
注
意
点
〉

　

広
報
担
当
と
分
か
る
腕
章
を

着
用
し
、
一
般
の
方
の
迷
惑
に

な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
る
。

〈
顔
写
真
な
ど
個
人
情
報
に
つ

い
て
の
個
人
の
了
承
は
〉

　

事
情
の
あ
る
保
護
者
も
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
で
、
広
報
の
役
員

が
判
断
す
る
こ
と
な
く
学
校
に

チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
う
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

〈
フ
リ
ー
イ
ラ
ス
ト
の
著
作
権
は

ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
良
い
か
〉

　

イ
ラ
ス
ト
や
絵
に
は
登
録
や

申
請
す
る
こ
と
な
く
著
作
権
が

あ
る
。
使
用
料
が
発
生
し
な
い

イ
ラ
ス
ト
も
あ
る
が
使
用
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
あ
る
条
件
を

ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
り
、
完

全
に
フ
リ
ー
と
い
う
の
は
少
な

い
。「
あ
る
制
限
を
し
た
上
で

自
由
に
使
用
し
て
も
よ
い
。」

と
い
う
イ
ラ
ス
ト
も
あ
る
が
い

ず
れ
に
し
て
も
使
用
す
る
に
あ

た
っ
て
は
慎
重
に
対
応
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

〈
大
量
の
写
真
の
中
か
ら
掲
載

す
る
写
真
を
選
ぶ
際
の
ポ
イ
ン

ト
は
〉

　

一
目
で
何
を
や
っ
て
い
る
の

か
が
分
か
る
写
真
で
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
あ
る
も
の
を
選
ぶ
。

司会者（風上副委員長）

新聞記事を例に説明

全体写真
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第
41
回
の
母
親
研
修
会
は
昨
年
に
引
き
続
い
て
三
島
利
紀
教
授
に
「
ワ
ー
ク
体
験
で
実
感
し
て
み
よ
う
」
と

の
テ
ー
マ
で
行
い
ま
し
た
。

「
今
日
の
テ
ー
マ
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
い
う
の
は
、
自
分
の
心
の
内
を
大
き
く
し
て
頂
い
て
、
知
り
合
い
も

い
る
け
ど
知
ら
な
い
人
も
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
人
と
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
話
す
の
が
苦
手
な
ん
だ
よ

ね
と
い
う
人
も
い
つ
も
よ
り
踏
み
込
ん
で
、
勇
気
を
も
っ
て
自
己
開
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
実
際
に
は
、
子

ど
も
達
も
学
校
で
そ
う
い
う
環
境
で
暮
ら
し
て
い
け
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

　

�

今
日
は
、
ワ
ー
ク
を
み
な
さ
ん
で
体
験
し
な
が
ら
肯
定
感
を
高
め
て
帰
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

　

ミ
ッ
シ
ー
こ
と
三
島
先
生
の

好
き
な
食
べ
物
や
飲
み
物
、
15

個
の
中
か
ら
９
個
選
択
し
て
行

う
ビ
ン
ゴ
で
す
。
若
い
人
た
ち

は
人
間
関
係
を
築
く
と
い
う
こ

と
が
難
し
く
、
最
初
に
ワ
ー
ク

を
や
る
と
い
う
動
機
づ
け
に
行

わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

今
は
子
ど
も
だ
け
で
は
な
く

大
人
も
他
人
と
係
わ
る
の
が
苦

手
だ
っ
た
り
し
ま
す
が
、
ビ
ン

ゴ
を
や
っ
た
こ
と
で
一
人
の
人

間
と
向
き
合
い
知
ろ
う
と
す
る

こ
と
が
人
間
関
係
を
築
こ
う
と

い
う
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

次
に
「
一
方
通
行
、
双
方
通

行
」
の
ワ
ー
ク
体
験
を
し
ま
し

た
。
受
講
者
は
４
人
１
ペ
ア
と

な
り
、
そ
の
内
の
１
人
が
出
題

者
と
な
っ
て
、
残
り
の
３
人
に

図
１
の
図
形
を
真
っ
白
な
紙
の

上
へ
作
図
の
指
示
を
出
し
ま

す
。
１
回
目
は
出
題
者
に
質
問

Ｎ
Ｇ
、
２
回
目
は
Ｏ
Ｋ
と
い
う

ル
ー
ル
。
受
講
者
は
「
一
方
通

行
」
で
発
生
す
る
ミ
ス
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験
し
ま
し
た
。

ミ
ッ
シ
ー
と
ビ
ン
ゴ

◦�

次
回
は
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
お
願
い
し
ま
す
！

◦�

初
対
面
の
方
と
も
盛
り
上
が

り
、楽
し
い
研
修
会
で
し
た
。

◦�

ワ
ー
ク
体
験
は
初
め
て
で
し

た
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
取
り
方
等
を
学
び
楽
し
か

っ
た
で
す
。

◦�

ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

子
ど
も
が
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

た
時
の
対
処
法
を
第
３
弾
で

お
願
い
し
ま
す
。

◦�

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
笑
顔

に
な
り
心
が
一
つ
に
な
っ
た

講
演
会
で
し
た
。

◦�

終
始
、
楽
し
い
雰
囲
気
で
ワ

ー
ク
体
験
す
る
事
が
出
来
ま

し
た
。

感

想

と

意

見

◦�ウォーミングアップ
　ミッシーとビンゴ
　思い浮かんだものを描こう
◦�一方通行、双方通行
◦�私の子どものいいところ、ちょっと
困ったところ
◦�エゴグラムで自分を知ろう
◦�自分で癒そう（自分へのプラスのス
トローク）

エクササイズを通して体験しよう

三 

島
　
利 

紀 

氏

釧
路
工
業
高
等
専
門
学
校
教
授

講
師

ワ
ー
ク
体
験
を
行
う

　

２
つ
目
の
ワ
ー
ク
は
図
２
の

「
ぐ
る
ぐ
る
線
」
を
行
い
ま
し

た
。
一
分
間
で
ぐ
る
ぐ
る
巻
い

て
あ
る
線
に
何
か
を
付
け
足
し

て
完
成
さ
せ
ま
す
。
頭
を
柔
軟

に
す
る
、
気
持
ち
に
少
し
余
裕

を
持
た
せ
て
い
く
こ
と
が
目
的

で
す
。
同
じ
絵
を
描
い
た
人
が

い
る
こ
と
か
ら
仲
間
意
識
が
芽

生
え
た
り
、
子
ど
も
の
見
方
を

い
つ
も
の
自
分
の
価
値
観
に
よ

っ
て
判
断
す
る
の
で
は
な
く
融

通
を
き
か
せ
て
ち
ょ
っ
と
斜
め

に
見
る
だ
け
で
変
わ
る
こ
と
を

こ
こ
か
ら
学
び
、
童
心
に
帰
っ

た
瞬
間
で
し
た
。

ワ
ー
ク
で
想
像

⬇

⬇

図
１

図２

ワ
ー
ク
体
験
で
実
感
し
て
み
よ
う

ワ
ー
ク
体
験
で
実
感
し
て
み
よ
う

ワ
ー
ク
体
験
で
実
感
し
て
み
よ
う

●
と
き　
平
成
28
年
９
月
13
日
㈫　
　
●
と
こ
ろ　
コ
ア
か
が
や
き

「
親
の
肯
定
感
の
高
さ
が
子
ど
も
を
育
む
」

第
41
回 

母
親
研
修
会



広　報　市　Ｐ　連 平成28年12月20日⑶

釧路市PTA連合会　研修専門部　研修会

釧路市PTA連合会　健全育成講演会

平成28年10月18日㈫　城山小学校体育館

平成28年10月4日㈫　午後6時30分～　コアかがやき学習室

「防災教室〜ゲームを通して防災を考えよう」

～高校教育の現状と課題から〜

みんなでまなぼう!

子どもたちに求められる力

１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路

大
震
災
、
２
０
１
１
年
の
東
日

本
大
震
災
、
２
０
１
６
年
の
熊

本
地
震
、
記
憶
に
深
く
刻
ま
れ

て
い
る
方
が
多
い
だ
ろ
う
。

震
度
７
…
（
屋
内
）
立
っ
て

い
ら
れ
な
い
揺
れ
、
固
定
さ
れ

な
い
家
具
は
倒
れ
、
棚
の
中
の

物
は
床
に
落
ち
、
ガ
ラ
ス
の
破

片
が
飛
び
散
る
、（
屋
外
）津
波
、

堤
防
決
壊
、
土
砂
…
こ
れ
ら
の

映
像
は
、
地
震
大
国
日
本
に
住

む
私
達
に
、
防
災
の
備
え
の
必

要
性
を
改
め
て
訴
え
て
い
た
。

発
生
時
間
帯
や
地
域
、
年
齢

等
に
よ
っ
て
も
災
害
状
況
は
異

な
る
。
就
寝
中
は
圧
死
、
海
岸

部
で
は
溺
死
が
最
も
多
く
、
年

配
者
の
逃
げ
遅
れ
が
大
き
な
割

合
を
占
め
る
。
そ
の
後
の
避
難

生
活
も
多
大
な
苦
痛
で
あ
る
。

特
に
津
波
は
、
地
震
直
後
よ

り
も
数
時
間
後
に
最
大
の
津
波

一
、�

は
じ
め
に

親
と
し
て
願
う
こ
と
は
、
立

派
な
社
会
人
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

高
校
で
大
よ
そ
岐
路
が
決
ま

っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、本
日
は
、

そ
の
際
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
話
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
、
高
等
学
校
教
育
の

　
　

�

現
状
と
課
題

平
成
３
年
の
中
央
教
育
審
議

会
で
の
議
論
の
結
果
、
子
供
達

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
偏

差
値
よ
り
も
個
性
を
重
視
し
た

新
し
い
学
校
を
つ
く
る
た
め

に
、
国
に
お
け
る
制
度
の
改
正

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
加
え
て
、
北
海
道
独

自
の
フ
ィ
ー
ル
ド
制
（
北
陽
高

校
）、地
域
キ
ャ
ン
パ
ス
校
（
阿

寒
高
校
）
制
度
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。
釧
路
地
域
は
、
他
地
域

と
比
較
し
て
も
、
様
々
な
タ
イ

プ
の
高
校
を
選
ぶ
こ
と
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

３
年
間
で
法
律
上
74
単
位
が

必
要
で
す
が
、
多
く
の
学
校
が

84
単
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
に
よ
り
必
要
単
位
が
異

な
り
学
校
長
が
単
位
数
を
決
め

ま
す
。必
修
科
目
は
35
単
位
で
、

残
り
の
48
単
位
は
選
択
が
で
き

る
た
め
、
極
端
な
話
、
全
て
英

語
に
充
て
る
こ
と
も
で
き
る
わ

け
で
す
。

単
位
制
、
フ
ィ
ー
ル
ド
制
で

は
、生
徒
は
自
分
の
興
味
・
関
心

や
進
路
希
望
等
に
応
じ
て
必
要

な
科
目
の
選
択
が
可
能
で
す
。

制
度
の
違
い
を
理
解
し
、
子

供
の
進
路
に
あ
っ
た
学
校
を
選

ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
少
子
化
で
大
学
進
学

が
容
易
に
な
り
、
全
国
の
私
立

大
学
40
％
が
定
員
割
れ
の
状
況

で
す
。
結
果
、
大
学
生
の
学
力

低
下
の
問
題
が
起
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
国
も
危
機
感
を
持

っ
て
お
り
、
高
等
学
校
の
質
の

保
障
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
学
入
試
制
度
改
革
案
が
示

さ
れ
、「
大
学
入
学
希
望
者
学

力
評
価
テ
ス
ト
」
と
「
高
校
基

礎
学
力
テ
ス
ト
」
の
導
入
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。「
基
礎
学

力
テ
ス
ト
」
は
ほ
ぼ
全
員
が
受

け
る
こ
と
に
な
り
、
大
学
に
よ

っ
て
ど
ち
ら
の
テ
ス
ト
を
採
用

す
る
か
が
異
な
り
ま
す
。
こ
の

改
革
は
、
今
の
小
学
校
4
年
生

か
ら
完
全
移
行
の
予
定
で
す
。

三
、
高
等
学
校
教
育
の

　
　

�

将
来
像

こ
の
よ
う
な
教
育
環
境
の
変

化
も
あ
り
ま
す
が
、、
学
校
教

育
法
で
は
学
力
の
３
要
素
は

「
課
題
解
決
に
必
要
な
思
考
力
、

判
断
力
、
表
現
力
そ
の
他
の
能

力
」、「
基
礎
的
な
知
識
お
よ
び

技
能
」、「
主
体
的
に
学
習
に
取

り
組
む
態
度
」と
な
って
い
ま
す
。

ま
た
、
学
習
指
導
要
領
で
は

２
つ
の
活
動
、「
言
語
活
動
」
と

「
体
験
活
動
」
を
重
視
す
る
と

し
て
い
ま
す
。
10
年
後
を
見
据

え
た
教
育
が
必
要
な
の
で
す
。

四
、
求
め
ら
れ
る
力

自
分
の
課
題
を
認
識
（
メ
タ

認
知
）
し
、
社
会
の
一
員
と
し

て
他
者
と
協
力
し
て
解
決
し
て

い
け
る
能
力
、
こ
れ
が
「
21
世

紀
型
の
能
力
」
で
す
。
今
、
こ

の
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
自
宅
で
子
供
と
一
緒
に

「
あ
な
た
の
課
題
」
に
つ
い
て

是
非
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

が
押
し
寄
せ
る
。
大
丈
夫
そ
う

だ
か
ら
と
見
た
目
で
判
断
し
て

家
に
戻
る
の
で
は
な
く
、
警
報

が
解
除
さ
れ
る
ま
で
、
慌
て
ず

冷
静
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

釧
路
市
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

各
家
庭
で
お
持
ち
だ
ろ
う
か
。

津
波
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
切
断
、

家
屋
損
壊
に
よ
る
避
難
生
活
。

そ
し
て
、こ
れ
か
ら
は
厳
寒
期
。

や
は
り
、
釧
路
に
住
む
私
達
に

と
っ
て
「
冬
の
災
害
に
対
す
る

備
え
」
は
、
重
要
課
題
と
言
え

る
だ
ろ
う
。（
表
を
参
照
）

貴
重
な
講
話
の
ほ
か
に
、
緊

急
地
震
速
報
の
し
く
み
を
学

び
、
防
災
に
関
す
る
ゲ
ー
ム
を

行
っ
た
。
緊
急
地
震
速
報
の
警

告
音
が
鳴
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
頭

を
守
る
訓
練
。
釧
路
市
１
４
４

ヶ
所
避
難
所
暗
記
ゲ
ー
ム
。
非

常
用
持
ち
出
し
リ
ス
ト
書
き
出

し
ゲ
ー
ム
。
ピ
ッ
タ
ン
コ
ゲ
ー

ム
。
60
人
ほ
ど
の
参
加
者
は
四

チ
ー
ム
に
わ
か
れ
、
和
や
か
な

雰
囲
気
で
興
じ
た
。
楽
し
み
な

が
ら
、
防
災
に
関
心
を
も
つ
こ

と
が
で
き
る
活
動
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、
防
災
の
ポ
イ
ン
ト

を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

・
過
去
の
経
験
に
固
持
し
な
い

・�

正
し
い
情
報
を
自
ら
決
断
し
、

行
動
す
る
た
め
に
収
集
す
る

・
正
し
い
知
識
、
解
釈
→
想
像

力
を
高
め
、
自
ら
の
防
災
力

を
上
げ
る

・
防
災
に
興
味
を
も
つ

１
人
１
人
が
「
防
災
力
」
を

高
め
る
こ
と
、
地
域
の
防
災
力

は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
心
に
留

め
て
お
こ
う
。

「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ

て
く
る
」
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、

我
が
家
の
備
え
を
目
で
確
認
す

る
と
と
も
に
、
家
族
で
話
し
合

う
チ
ャ
ン
ス
が
今
だ
。

　
国
に
お
け
る
制
度
改
正

・
総
合
学
科
の
設
置

・
中
高
一
貫
教
育
の
導
入

・
単
位
制
の
導
入

・
学
科
転
換

・
学
校
間
の
連
携

・�

学
校
外
に
お
け
る
学
修
の
単

位
の
認
定

湖
陵
高
校
＝�
学
年
制
普
通
科
、

理
数
科

東
高
校
＝
学
年
制
普
通
科

工
業
高
校
＝
学
年
制
職
業
学
科

北
陽
高
校
＝�

フ
ィ
ー
ル
ド
制
普

通
科

江
南
高
校
＝
単
位
制
普
通
科

明
輝
高
校
＝
単
位
制
総
合
学
科

武
修
館
高
校
＝
中
高
一
貫

　
北
海
道
育
大
釧
路
校
卒
業
後
、
教
員
生
活
ス
タ
ー
ト
。
北
海
道
教
育
委

員
会
の
指
導
主
事
と
し
て
行
政
経
験
を
積
む
。
そ
の
後
釧
路
湖
陵
高
校
校

長
就
任
。
180
校
の
高
校
教
育
に
携
わ
る
。

講
師
　
宮
下 

祐
司 

氏

講
師
　
池
田 

達
宏 

氏

釧
路
地
方
気
象
台

地
震
津
波
防
災
官

あなたの課題は何ですか？
・生活習慣　早寝、早起き、朝ご飯
・生活意欲　社会で生きる認識
� （身だしなみ等）
・学習目的　10年後の自分意識
・学習意欲　わかる喜び
・学習習慣　自主性の確率（自学自習）
・興味･感心　個性の伸長
・会話能力　課題の共有化

冬の地震に対する備え

釧
路
公
立
大
学
教
職
セ
ン
タ
ー
　
準
備
室
長

冬
①積雪期の備え

地震の揺れによる屋根からの落雪、急傾斜地ではな
だれが発生
→地震により玄関が損壊、窓から避難しなければならなくなることも！

②火災への備え
冬は暖房器具を使用しているため、火災発生の危険
性が高い
→初期消火ができるよう家庭や地域、職場での消火訓練は大切！

③寒さ対策
地震により電気やガスが止まり、暖房器具が使えな
くなることも
→防寒着、毛布、使い捨てカイロなどを用意し、置き場所を決めておくこと！

④避難対策
冬の避難は想像以上に困難で時間がかかる。路面凍結や
ふぶき、積雪による避難路の不通…→冬の避難訓練も必要！
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�

マ
リ
モ
と
は
何
か
？

分
類
　�

ア
オ
サ
藻
網
シ
オ
グ
サ

目
の
一
種
で
学
名
は
エ

ガ
グ
ロ
ピ
ラ
・
リ
ン
ナ

エ（
リ
ン
ネ
の
マ
リ
モ
）

分
布
　�

北
半
球
の
高
緯
度
地
方

の
湖
沼
や
河
川
に
広
く

分
布

形
態
　�

長
さ
３
～
４
㎝
の
枝
分

か
れ
し
た
糸
状
の
藻
体

が
放
射
状
に
叢
生
（
そ

う
せ
い
）
し
た
り
波
動

等
に
よ
っ
て
絡
み
合
う

こ
と
に
よ
り
様
々
な
形

状
の
集
合
体
を
形
成

生
態
　�

阿
寒
湖
や
ア
イ
ス
ラ
ン

ド
の
ミ
ー
ヴ
ァ
ト
ン
湖

で
は
直
径
が
10
㎝
を
超

え
る
球
状
集
合
体
が
数

層
に
重
な
り
あ
っ
て
群

生

保
全
　�

生
育
地
の
水
質
悪
化
等

に
よ
り
、
世
界
的
に
減

少
傾
向

�

マ
リ
モ
の
危
機

１
８
９
７
年
の
発
見
直
後
か

ら
１
９
２
０
年
頃
ま
で
、
湖
内

の
４
ヵ
所
に
球
状
マ
リ
モ
が
群

生
。

そ
の
う
ち
２
ヵ
所
が
１
９
４

０
年
代
初
頭
ま
で
に
消
滅
。

１
９
５
０
年
の
大
量
枯
死
事

件
を
機
に
継
続
的
に
調
査
を

し
、
１
９
７
３
年
か
ら
85
年
の

12
年
間
に
球
状
マ
リ
モ
が
半

減
。球

状
マ
リ
モ
が
絶
滅
す
る
可

能
性
が
危
惧
さ
れ
る
ま
で
に
な

り
、
１
９
９
１
年
～
専
従
の
研

究
職
員
を
配
置
し
て
原
因
究
明

と
対
策
の
確
立
を
目
指
す
こ
と

に
な
る
。

�

減
少
原
因
の
究
明

大
き
な
マ
リ
モ
ほ
ど
生
存
・

生
長
の
為
に
強
い
光
が
必
要
だ

っ
た
。

し
か
し
、
透
明
度
は
長
期
的

に
低
下
傾
向
に
あ
り
水
中
の
光

環
境
が
悪
化
し
大
き
な
マ
リ
モ

の
消
失
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

育
た
な
い
の
で
は
な
く
育
つ

に
は
条
件
が
必
要
だ
っ
た
。

�

生
長
条
件
の
解
明

汽
水
環
境
下
に
お
け
る
マ
リ

モ
糸
状
体
の
生
長
促
進
現
象
を

発
見
、
マ
リ
モ
は
雄
阿
寒
系
の

塩
分
を
含
む
冷
泉
が
湧
き
出
す

水
域
で
群
生
し
て
い
た
。

�

系
統
解
析

１
９
９
０
年
代
に
入
っ
て
急

速
に
普
及
し
始
め
て
い
た
Ｄ
Ｎ

Ａ
に
よ
る
系
統
解
析
に
よ
っ

て
、
日
本
産
マ
リ
モ
と
新
種
の

タ
テ
ヤ
マ
マ
リ
モ
の
２
種
か
ら

な
る
と
い
う
新
見
知
の
他
に

○
マ
リ
モ
は
北
半
球
の
高
緯
度

地
方
に
広
く
分
布
す
る
も
の

の
、
球
化
・
大
型
化
・
群
生

す
る
の
は
阿
寒
湖
と
ミ
ー
ヴ

ァ
ト
ン
湖
だ
け
。

○
マ
リ
モ
と
近
縁
で
あ
る
と
分

か
っ
た
分
類
群
は
従
前
分
類

さ
れ
て
い
た
シ
オ
グ
サ
科
と

は
異
な
る
グ
ル
ー
プ
（
マ
リ

モ
・
ク
レ
ー
ド
）
を
形
成
。

○
生
育
場
所
を
海
か
ら
淡
水
に

向
け
て
拡
張
す
る
進
化
の
傾

向
。

○
マ
リ
モ
・
ク
レ
ー
ド
の
メ
ン

バ
ー
に
は
マ
リ
モ
と
同
じ
着

生
・
浮
遊
・
集
合
の
生
育
形

が
認
め
ら
れ
、
球
状
の
集
合

体
も
形
成
。

�

以
上
の
事
が
新
た
に
わ
か
っ

た
。

�

マ
リ
モ
は
ど
う
し
て

丸
く
な
る
の
か
？

数
十
万
年
前
の
古
い
火
山
の

形
成
か
ら
阿
寒
カ
ル
デ
ラ
の
形

成
、
カ
ル
デ
ラ
と
古
阿
寒
湖
の

生
成
、
フ
レ
ベ
ツ
岳
・
フ
ッ
プ

シ
岳
の
噴
火
、
雌
阿
寒
岳
と
雄

阿
寒
岳
の
噴
火
な
ど
阿
寒
カ
ル

デ
ラ
の
複
雑
な
生
成
過
程
が
今

日
の
阿
寒
湖
の
多
様
な
環
境
を

も
た
ら
し
た
。

阿
寒
湖
の
地
形
・
湖
底
状
態
・

波
動
環
境
・
水
源
は
多
様
性
と

特
異
性
に
富
む
も
の
で
阿
寒
湖

は
マ
リ
モ
の
培
養
装
置
で
あ
り

回
転
装
置
で
も
あ
る
。

そ
れ
に
よ
り
マ
リ
モ
の
形
態

や
生
態
が
多
様
化
し
、
球
状
マ

リ
モ
の
生
成
を
も
た
ら
し
て
い

る
。�

特
異
な
環
境
構
造

研
究
の
進
捗
に
よ
り
、
マ
リ

モ
は
阿
寒
湖
の
自
然
環
境
を
象

徴
す
る
生
物
と
位
置
づ
け
ら
れ
、

２
０
１
２
年
、
特
異
な
自
然
環

境
を
有
す
る
阿
寒
湖
は
世
界
自

然
遺
産
の
候
補
に
な
り
得
る
の

で
は
な
い
か
、と
指
摘
さ
れ
る
。

２
０
１
４
年
～
世
界
自
然
遺

産
の
価
値
基
準
と
い
う
視
点
か

ら
阿
寒
地
域
の
生
態
系
と
生
物

多
様
性
に
つ
い
て
一
斉
調
査
が

開
始
さ
れ
る
。

題演

マ
リ
モ
と
阿
寒
湖

─ 
火
山
活
動
が
生
み
出
す
特
異
な
生
態
系
の
謎
を
解
く 

─

若  

菜　
　
勇 

氏

釧
路
市
教
育
委
員
会

阿
寒
生
涯
学
習
課
マ
リ
モ
研
究
室
長

講
師

昭
和
32
年　

�

岩
手
県
水
沢
市
（
現
・
奥
州
市
）
で
生
ま
れ
、
同
県

花
巻
市
で
育
つ

昭
和
58
年　
山
形
大
学
理
学
部
生
物
学
科
卒
業

昭
和
60
年　
山
形
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
修
了（
理
学
修
士
）

平
成
３
年　
北
海
道
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
修
了（
理
学
博
士
）

平
成
３
年
か
ら
阿
寒
町
教
育
委
員
会
に
お
い
て
学
芸
員
と
し
て
特

別
天
然
記
念
物
「
阿
寒
湖
の
マ
リ
モ
」
の
保
護
を
目
的
と
し
た
研

究
・
教
育
に
あ
た
る

（�

現
在
は
、釧
路
市
教
育
委
員
会
マ
リ
モ
研
究
室
室
長
と
し
て
阿
寒

湖
畔
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
で
学
芸
員
業
務
を
担
当
）

略
歴

　

今
年
も
地
域
や
、
各
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
児
童
・
生
徒

の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
市
Ｐ
連
広
報
紙
を
発
行
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
広
報
情
報
専
門
部
の

活
動
に
携
わ
っ
て
頂
い
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
方
に
読
ん
で
頂
け
る
こ
と
を
願

い
、
今
後
も
よ
り
良
い
広
報
紙
作
り
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

編
集
後
記

最
優
秀
賞�

光
陽
小
学
校

優

秀

賞�

愛
国
小
学
校

�

美
原
中
学
校

佳　
　

作�

鳥
取
西
小
学
校

�

昭
和
小
学
校

�

鳥
取
西
中
学
校

最
優
秀
賞�

光
陽
小
学
校

優

秀

賞�

釧
路
小
学
校

�

愛
国
小
学
校

佳　
　

作�

共
栄
小
学
校

�

清
明
小
学
校

�

美
原
中
学
校

大　
　
　
　

賞�

美
原
中
学
校

（
第
38
回
全
国
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク

ー
ル
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
部　

企
画
賞
）

審
査
員
特
別
賞�

光
陽
小
学
校

奨

励

賞�

愛
国
小
学
校

市
Ｐ
連
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

道
Ｐ
連
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

阿
寒
地
域
の
自
然
環
境

を
捉
え
る
新
た
な
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
て
「
マ
リ
モ
の

阿
寒
湖
」と
周
辺
の
湖
沼・

涌
泉
群
か
ら
マ
リ
モ
の
生

育
環
境
の
マ
ク
ロ
構
造
を

理
解
す
る
こ
と
に
な
る
。

阿
寒
地
域
に
お
け
る
自
然
環

境
の
マ
ク
ロ
構
造
は
、
そ
の
基

盤
と
な
っ
て
い
る
地
学
的
な
構

成
要
素
と
生
態
学
的
な
機
序
の

違
い
に
よ
っ
て
阿
寒
カ
ル
デ
ラ

湖
沼
群
と
雌
阿
寒
湧
泉
群
に
二

分
さ
れ
る
。

両
者
が
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す

る
阿
寒
湖
は
、水
温
、栄
養
塩
濃

度
、塩
分
濃
度
の
違
い
に
よ
っ
て
、

き
わ
め
て
複
雑
な
環
境
構
造
と

生
物
相
を
備
え
る
に
至
っ
た
。

一
見
す
る
と
典
型
的
な

冷
温
帯
の
森
林
に
覆
わ
れ

た
阿
寒
地
域
の
自
然
環
境

は
、
実
際
に
は
、
火
山
お

よ
び
湖
と
の
関
わ
り
に
お

い
て
、
よ
り
複
雑
で
独
自

性
に
富
ん
だ
生
物
多
様
性

を
成
立
さ
せ
て
い
る
。

平成28年10月22日(土)　　 釧路市阿寒町公民館

釧路市PTA連合会研究大会
〜21世紀を担う子どもたちを育てるPTA活動〜

平
成
28
年
度�

市
Ｐ
連
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

平
成
27
年
度�

広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル


